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ブリンク・コム COO
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このうちの18パーセントにあたる1500万が

ユニークなリンクとなっています。データベ

ースの規模としてもほかに例を見ないほど

膨大なものだと思います。

：携帯電話やPDAなどへの対応も進んで

いくのですか。

ガロン：いつでもどこでも同じ情報にアクセ

スできる「ユービキタスコンピューティン

グ」には大きな将来性があると思います。

インターネットは今後、テレビや電話や

PDAなど、生活にかかわるすべてのデバイ

スにつながるようになるでしょう。これらの

対応は米国ではまだ始まったばかりですが、

日本はさらに進んでいると思います。

そこで、PDAや携帯電話などがインター

ネットにつながったとき、たとえばウェブサ

イトをPC以外のデバイスで使うとどのよう

な効果があるのか、またどのような新しい

個人のブックマークをサーバー上に保存することで管理を容易にし、いつでも、どこから

でも、どんな機器からでもそれにアクセスできる。ブリンク・コムの魅力はそれだけではな

い。他人がアップロードしたブックマークは、すなわち誰かが「優れたサイト」であること

を認めた証なのである。そしていま、1500万以上のユニークなブックマークを持つブリン

ク・コムは検索を超えた新しい「散策」サイトとしても注目されはじめている。来日したロ

ス・ガロン氏に彼らがインターネットにはたす役割について聞いた。

聞き手：本誌編集長 倉園佳三
Photo: Nakamura Tohru

：米国ではどのようなユーザーがブリンク・

コムを使っているのですか。

ガロン：現在、米国のブリンク・コムには

70万人の会員がいます。毎日、ものすごい

勢いで会員数は増え続けています。ユーザ

ープロフィールも、以前はショッピングか

らバンキングまで、なんでもインターネット

でやりたい「インターネットフリーク」の

方々に偏っていたのですが、最近はもっと

多様化しています。シリコンアレーなどの

都市に住み、映画を見るのでさえインター

ネットを駆使しながら生活しているような

ユーザーだけではなく、中西部などの地方

で子供の教育や農業関連の調査にインター

ネットを使うといったユーザーも増えてい

ます。最近では我々の会員とインターネッ

トユーザーのプロフィールはほぼ同じになり

つつあります。このことを見ても、いろい

ろなライフスタイルを持つ層に幅広く指示

されていることがわかります。

：ブリンク・コムはユーザーにとってどの

ような魅力があると思いますか。

ガロン：ブリンク・コムにユーザーがサイン

アップする理由は4つあります。

1つは整理、管理機能です。私たちはこれ

を「オーガニゼーション」と呼んでいます。

ブックマークはある程度の数を超えたとた

んにブラウザーだけで管理することが難し

くなります。ウェブ上に用意されたブリン

ク・コムのフォルダーに入れて集中管理す

るほうがはるかに効率的です。

2つ目の大きな要因は「アクセス」のし

やすさです。米国では50パーセントのユー

ザーがオフィスと家庭の両方でインターネ

ットを使っています。以前のように、家で

はエンターテインメント関連のコンテンツ

を見て、オフィスではビジネス関連の情報

を調べるといった区切りはなくなり、それ

らを混在させて楽しんでいます。これにモ

バイルという新しい要素も加わりました。

ブックマークをそれぞれのPCにではなく、

ブリンク・コムに置くことで、いつでもど

こからでも、どんな機器からでもアクセス

できるようになるのです。

3つ目が「プライバシー」の保護です。

たとえば、1台のコンピュータを父親と母親

と子供で共有しているけれど、自分のブッ

クマークは家族に見られたくないといった

場合、ブラウザーにブックマークを保存せ

ずにブリンク・コムを使えばいいのです。

4つ目は「ディスカバリー」（発見）の機能

です。個人的にも大好きなGoogleという

優れた検索エンジンがあります。特定の情

報を探す場合にはGoogleは完璧な機能を

提供してくれます。ただし、自分がどこに

行けばいいかわからない場合や、なんとな

く自分の興味に合ったサイトを見つけたい

ようなとき、つまり、検索ではなく、イン

ターネットを「散策」したい場合にはブリン

ク・コムが最適です。散策ならブリンク・

コムのヒットチャートを見たり、他の人が

公開しているブックマークを覗いたりする

のが一番です。このような魅力はブリン

ク・コムならではですね。これが、多くの

ファンを獲得できている理由だと思います。

もう1つ付け加えると、ブリンク・コム

には現在、のべ1億2000万のリンクがあり、
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イズされたルックアンドフィールを提供す

るということです。たとえば、自分のPCで

はなく他人のPCからアクセスしたとしても、

同じデスクトップが使えるのです。ログイ

ンすると自分のブックマークが見られます。

ルックアンドフィールも変えられます。ウ

ェブページがデスクトップになるわけです。

電子メールやカレンダーなど、必要なツー

ルはすべてウェブアプリケーションとして提

供されます。自分が使うPCにどのようソフ

トウェアがセットアップされているかを心配

する必要はまったくありません。ASPの業

界はものすごい勢いで成長しています。PC

のコントロールパネルを操作する代わりに、

ASPがアプリケーションを提供してくれる

ようになるはずです。

：Googleなどの新しい検索サイトと比較し

た場合、ブリンク・コムの検索機能にはど

のようなメリットがあると思いますか。

ガロン：Googleは本当に素晴らしい検索エ

ンジンだと思います。インターネットの現

在の課題はいかに優れた検索機能を提供で

きるかにあります。ヤフーもインフォシーク

もアルタビスタも、ユーザーにとってだんだ

ん使いにくいものになっているように思い

ます。どれも、ユーザーにそれなりのスキ

ルを要求します。この問題はシステムだけ

では解決しません。人間が介在して「いい

コンテンツとそうでないコンテンツ」を選り

分ける必要があると思うのです。その意味

で、ブリンク・コムのブックマーク共有に

は大きな可能性があると考えています。

Googleの成功もハイブリッドにテクノロ

ジーとヒューマンの要素を結びつけた点に

あったと思います。彼らのアルゴリズムは、

人間であるウェブマスターたちのメッセー

ジやリンクを検索に利用したところが素晴

らしかったのです。

Googleに対する我々のアドバンテージは

簡単にパーソナライズできる点だと考えて

います。「パーソナライズサーチエンジン」

と呼ばれるゆえんがここにあります。自分

の趣味や好みに合ったカテゴリーの中から、

潜在的に他人が持っているブックマークを

拝借することで、自分に必要な情報が即座

る可能性はありますか。

ガロン：現在はブックマークだけですが、将

来は「コントロールパネル」の機能を保存

できるようになるでしょう。残念ながら、

いまのところネットワークのスピードが遅い

ため実現していません。しかし、ネットワ

ークが高速化するのに反比例してPCの機

能は「thin」（薄い）になっていくと思いま

す。いまのブックマークは単なるウェブペ

ージのポインターにすぎませんが、これから

先は電話番号やコンタクトリストやファイ

ルなど、もっと広い意味でのポインターが

登場するのではないかと思います。

：「コントロールパネル」とはPCの設定を

サーバー上に持つということですか。

ガロン：どのようなデバイスからブリンク・

コムにアクセスしても、即座にパーソナラ

使い方を発明できるかが重要になります。

その答えをユーザーに向けて打ち出してい

くことが我々の価値だと考えています。

具体例を1つお話ししましょう。携帯電

話やPDAからブリンク・コムにアクセスし

た場合にこれからどのようなことができる

かということです。これは米国やヨーロッ

パではすでに実施中で、日本でも近いうち

に実現するサービスです。たとえば、携帯

電話からブリンク・コムにアクセスしたな

らば、そこで、電話機で見るのに最適なも

のだけをリコメンドするものです。モバイル

機器のインターフェイスでキーワード検索

をするのは面倒くさくて誰もやりたがらな

い。ディレクトリー検索もどんどん階層を

降りていっても適当なものが見つからない。

そういう場合に効果的だと思います。

：この先、ブックマークだけでなく、あら

ゆるデータを保存できるサービスへと発展す

ロス・ガロン

米 Blink.Com, Inc. COO（チーフ・オペレーティング・オフィサー）

ハーバード大学を卒業後、D. E. ショーのロンドン支社の立ち上げを行い、東

京支社の代表も3年間務める。その後、フランクフルトのコメルツ銀行グロー

バル・エクイティにてグローバル・ビジネス・マネジメントを指揮。同銀行エクイテ

ィ、ニューヨーク社の代表を務めた後、ブリンク創立に参加。数多い経験から

得た知識をもとにブリンクのビジネス展開に力を発揮している。
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に取り込めるのです。

さらに冒頭でお話ししたように、米国の

ブリンク・コムには70万人の会員がいて、

それぞれがブックマークを提供してくれま

す。これに比べると、ヤフーのディレクト

リーには情報を選別するオピニオンの数が

少ないという弱点があると思います。200

人程度のサーファーが、各分野を全方位的

に熟知していることはありえませんから。

：B2Cのビジネスモデルは投資家に不人気

といわれていますが、ブリンク・コムの収益

モデルを教えてください。

ガロン：これまで、ECサイトで利益を上げ

られたのは「安い」物を提供したところだ

けで、「よりよいサービス」や「よりよい品

質」を提供したところではなかったのです。

このような誤解のためにECはものの見事に

失敗しました。広告モデルに関しても、ク

ライアント側から見ると対費用効果的に合

わないという点で失敗しています。

まず、有効な収益モデルの1つとして考

えているのはテクノロジーライセンスです。

これによって、弊社の会員獲得も進みます

し、ライセンス先にも大きなメリットを提

供できます。

広告に関しては我々が持つ2つのメリッ

トを生かすことが解決策だと考えています。

まず、ブリンク・コムはコンテンツサイト

ではなく、ナビゲートするサイトです。こ

の特徴を生かし、1つのところから次のとこ

ろに行くプロセス、つまり「どこに行くの

か」を広告の対象にしているのです。次に、

ブリンク・コムは非常に特殊なサイトで、

ユーザープロフィールを特定し、ターゲッ

トを絞りやすいという特徴があります。た

とえば、Eトレードが広告を出稿したい場

合ならオンライントレードに興味がある人

に向けてピンポイントの広告を打つことが

可能です。これによって、広告主にメリッ

トが生まれるだけでなく、ユーザーも見た

くもない広告を見なくてすみます。

さらに、大変エキサイティングな広告モ

デルとして、米国で実績があるのが

「BlinkRewards」です。これは、効果が薄

いことが実証されたバナー広告の代替とし

て発案された革新的な試みです。ユーザー

の方々が新しいサイトにトライするとポイ

ントやギフトがもらえます。インセンティブ

によって新たな「ディスカバリー」を誘発

するシステムです。効果測定がしやすいと

いう点でスポンサーの方々にも喜んでもら

っています。

：有料モデルの可能性はありませんか。

ガロン：ブリンク・コムではまだ有料モデル

は行っていませんが、ユーザーがこのよう

なサービスにお金を払う時代はすぐにくる

のではないかと思います。月額20ドルから

30ドルの有料ストレージビジネスなども米

国では増えています。本当に有益なものだ

と認められれば、ユーザーはそれなりの対

価を支払ってくれると思います。

：最後にご自身の夢を教えてください。

ガロン：2つあります。ブリンク・コムを立

ち上げた当初から、テクノロジーによって

人々の生活をもっと快適にしたいという夢

がありました。当時から、私には生きてい

る限りインターネットとずっと共存してい

くという予感がありました。友人の家に行

ったらデスクトップにブリンク・コムが立ち

上がっている、そんなイメージを持ち続け

ていたのです。この夢はほぼ実現している

のではないかと思います。

もう1つ、会社としての夢があります。

それは、世の中のキーインフラストラクチ

ャーになることです。直感的に、手間をか

けずに、いつでもどこでも欲しい情報がす

ぐに手に入る。これこそがインターネット

の醍醐味だと思います。他人が持っている

知識であってもすぐに手に入れられる、そ

ういうテクノロジーを生み出せれば、お金

儲けは二の次ですね。

：ありがとうございました。
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